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　　　　　　　アブド。アッラーフ。プン。ブライダ

ーウマイや朝煙ホラーサーン地方の一タービゥとその一族について

西　村　淳　一

は　じ　め　に

　ウマイや朝畑ホラーサーン地方の一都市メルヴt）に関しては，従来，初期イスラーム国家

を研究する立場から大局的に論じられることは多いものの，そこで暮らすウラマー

（‘ulama’，「知者・学者」を意味するアーリム‘a至imの複数形。）を主対象とする研究は軽視

されてきた2）。この原國は主として史料上の綱約にあるが，テーマ自体の扱い辛さにも一因

がある。そもそも「誰をウラマーと呼ぶのか」また「いっ，どこでウラマーが生まれたの

か」という根本的問題が未解決であり，「ウマイや朝早瀬ルヴにおけるウラマーの存在」自

体に議論の余地があろう。しかし少なくとも繕えることは，後世の人名録史料において，当

時そこにいた数名ないし20数名の人物がウラマーとみなされているという点である3）。こ

れらの「ウラマー」を研究することは，メルヴ，ホラーサーン，ひいてはイスラーム世界全

体におけるウラマー集幽の成立を理解する上で不可欠な作業である。

　そこで本稿では，そのような人物たちの中からアブド・アッラーフ・プン・ブライダなる

人物に焦点を当て，ウマイや朝期メルヴのウラマー研究を行うことにした。

　AbO　Sahl‘Abd　Allah　b．　Burayda　b．　al一鞠§ayb　al－Aslamlは，教友ブライダ（Aba

‘Abd　A艶h　Burayda　b．　al－UuSayb　al－Aslaml，60～63／680～683年ごろ没。）を父に持

つアラブ出自のタービゥ（tabi‘，ヂ後続する者」。教友の次世代を意味する。）である。父ブ

ライダや双子の兄弟スライマーン（Sulayman　b．　Burayda，105／723－4庫没。）とともにメ

ルヴへと移住し，115／733畷隼に他界したと伝えられている。同都市のカーディー（「裁

覇富」。）としても知られ，後世の人名録ではホラーサーンにおける最初期のアーリムの一人

1）　この都市の名は，アラビア語ではマルウ，ペルシア語ではマルヴとカナ転写される。しかし本

　稿では通例に従い，全てメルヴと表記する。なお他の固有名詞については，著名なものを除き，

　全て正則アラビア語での読み方に従ってカナ転写する。

2）　ウマイや朝期からアッバース朝期にかけてのメルヴ史の概略については，さしあたって酬：

　“MARW　AL－SHAHIDJAN”；HerrmaRR　1999を参照。邦文の研究には佐藤1994がある。ウラ

　マー研究の概要については三浦1995を参照のこと。

3）例えば『諸都市の著名ウラマー』と名付けられたMashahlrを参照せよ。
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に数えられている。メルヴ史においては著名な人物と言えるが，私見の限り，この人物に関

する専；著，毎夕は見当たらない4）。

　本稿では，メルヴ・ウラマー研究の噛矢とすべく，このアブド・アッラーフのライフヒス

トリーを再構成かっ分析する。また，彼の一族一以下では父の名をとってブライダ家と

呼ぶ5）。一の活動についても触れ，その過程を通して先行研究で見落とされてきたメル

ヴ史の一溜面をも明らかにしたいと思う。

1　メルヴ移住以前のアブド・アッラーフ

　始めに，メルヴ移住以前のアブド・アッラーフに関して，父ブライダの略歴とあわせて簡

単に触れておこう。

　ブライダは，より詳しい名をBurayda　b．　al－Uu§ayb　b．‘Abd　Allah　b．　al－Uarith　b．　al－

A‘raj　b．　Sa‘d　b．　Rizab　b．　‘Adly　b．　Sahm　b．　Mazin　b．　al－ljarith　b．　Sa12maR　b．　Aslam　b．

Af＄a　b．　Uarithaといい　［Nasab　2：144；Ta。　Ku．4：241，7：8，365；Ta．　Kha．1：240］6），

ブザーア部族中のアスラム族の長であったとされる［Ma‘arif：300］7）。ヒジュラ以降のかな

り翠い時期にイスラームへと改宗し，預言者の諸征服活動に参加した。預言者の死（11／

632年）後，その後継者間題でムスリムの間に動揺が生じた時代を彼はどのように生き抜い

たのか。史料は多くを語っていないが，ちょうどその時期にあたるカリフ，ウマル治世の3

年目（15／636－7年目に，アブド。アッラーフとスライマーンの双子を授かった［Ta，　K雛．

7：221；Thiq2t　5：16一王7；Mashahlr：202；T．　Di．27：127　一　29，133，139〕8）。ある逸話に

拠れば，彼らが生まれた時，父ブライダはウマルのそばに座していたという［Ta．　Ku．7：

221；　T．　Di．　27：127；Siyar　5　：51］．

4）唯一　al－Zirikll　1996［4：74〕があるが不十分である。

5）史料には「ブライダ家」にあたる表現一一例えばal　Buraydaやbayt　Buraydaなど。一

　は晃られない。しかしブライダの子孫がa1－Buraydiやal一翠u＄aybiというニスバで呼ばれている

　点を考慮すれば［lkmai　1：548；Ansab　l：334，2：229］，彼らを「ブライダ家」と呼ぶことは

　妥当である。

6）　「彼の本名はアーミル　（‘Amir）であり，　ブライダという名はラカブ　（1aqab，「尊称」。）であ

　る。」という記述もある〔1§aba　1：146；Taw¢頭3：431］。

7）以下，ブライダに関してはEP：“BURAYDA”を参照。

　　ブザーア族は出霞がはっきりしないアラブ部族である。先行研究ではやマン系と説明されるこ

　とが多いが，史料によってはムダル系と詑される場合もある［EP：“KHUZA‘A”］。

8）　ブハーリーは，彼らがウマル治世中に生まれたことを記しているものの，誕生年までは書及し

　ていない£T．Ka．4：4〕。

　　なお彼ら兄弟の出盆地は不明である。史料の多くは彼らをバスリーとみなすが，クーフィーと

　する記述もある£T．Di．27：136；Tah．　T．5：158］。　T．　Di．こ27：139］に引用された記述に従えば，

　父ブライダがメディナからバスラに移住する以前に，すでに2人は生まれていたことになる。
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　ウマル治世（13～23／634～644年）中，あるいはウスマーン治世（23～35／644～656

年）中のある時期，ブライダはメディナからバスラへと移減した9）。バスラ在住期のアブ

ド・アッラーフに関しては史料に情報がない。しかしまさにこの蒔期，彼は後に生かされる

ことになる諸知識を獲得したようである。この点については次章で詳しく述べる。

　前述のごとく，その後ブライダ父子は，メルヴへ移出した。バラーズリー（al－Balad－

huri，279／892年没。）が著したFutgbには次のような一節がある［Futab：577；花田1998：

47一部改］。

　　　51／671－2年，ズィヤード・プン・アビー・スフヤーン（Ziyad　b．　Abi　Sufyan）は

　　ホラーサーンにラビーウ・プン・ズィヤード・アルハーリスィー　（al－Rabi‘b．　Ziyad

　　al－Harithl）を任命し，両軍営都市（クーファとバスラ）の民の約5万人をその家族と

　　ともに〔当地に〕移住させた。これらの中にブライダ。プン・アルフサイブ・アルアス

　　ラミー・アブー。アブド・アッラーフがいた。彼はヤズィード・プン・ムアーウィヤ

　　（Yazid　b．　Mu‘awiya）の時代にメルヴで他界しだ。）。

この記述に従えば，彼らの移住はバスラとクーファの民5万人とともに行われたことに

なるtl）。メルヴがアラブによって征服されたのは，31／651年のことであった。バラーズ

リーによれば，メルヴに初めてアラブが居留したのは45／665　一　6年ごろのことであった

9）バスラ移住の時期については特定が困難である。Ta．　Ku．［4：242－43，7：8，365］，　T．　Ka。

　［2：141］，Ja燦［2：424」，　Mashahir〔1GO］，　Istiy‘abこ1：185］，　T．　Di．［27：139］，　Usd〔1：

　2G3］等を参照のこと。

玉G）K：amil［3；489］にもほぼ同様の記述がある。一方，　T．　Di．［27：139］に引用された記述によ

　れば，ブライダはまずシースターンで異教徒と戦い，その後，そこからヘラート路を経てメルヴ

　に入ったという。他の史料Ta．　Ku．［4：243］，　T．　Ka，［2：141］，　Thiqat£3：29〕，　Mashahir

　［1eo　一　IO：にも彼がシースターンへ行ったことを示す記述が見うけられる。

11）　アラブのメルヴ移住についてはTRM〔ヨ：81，155］にも情報があるが，ブライダの名前は現

　れない。

　　この大規模な移住は，イラーク総督ズィヤードのムカーティラ統舗策の一環として行われたも

　のである。寸々嚢平の心葉に従えば，「それには辺境地帯を固めることのほか，将来イラークの社

　会不安の原霞となる恐れのある要素を，あらかじあ除虫する意図があった」［嶋田1977：104］。

　　一方史料には，ブライダ慮身にもメルヴ移住への動機があったように配されている。それは預

　言者の以下の雷葉が引き金になったとされる［‘Uynn　1：314］。

　　　　預雷者はブライダに書つた。「ブライダよ。まさに私の後，諸遠征軍（bu‘ath）が派遣さ

　　　れるに違いない。派遺された折には，汝はマシュリク遠征軍の人々の中にあれ。そしてホ

　　　ラーサーン遠征軍中に，またメルヴと雷われる地の遠征軍中にあれ。汝がその地に達した時

　　　には，その町（mad｝na－ha）に落ち着くべし。まさにその町をズー・アルカルナイン（アレ

　　　クサンドロス大王）が建て，その申でウザイル（エズラ）が礼拝したのである。その1【隠豊

　　　かに流れる。その地の全ての穴（naqb）の中には抜き身の剣持っ天使がおり，最後の審判の

　　　臼までその塘から悪を取り除く。」

　メルヴを島島したこのハデK一スは，ハディース集［Musnad　6：49G］，地理書［Mukhta＄ar：

　316］，地方史［T．NL：68］などにも引用された。
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［FutRh：576；花田1998：46］から，彼らの移住はかなり早い時期のものであったことがわ

かる。

　メルヴ移住後の父ブライダについてただ1っ明らかな点は，彼がこの地でウマイや朝カリ

フ，ヤズィードの治世（60～63／680～683年）に没したということである　［Ta．　K：u．4：

242，　7：365；　T．　Kha．：156；　T．　Ka．　2：　141；　Ma‘arif：　300；　Mashahlr：　101；　lstiy‘ab　1：

185］12）。亡骸はジャッスィーンという地に埋葬された13）。父の死に際し，アブド・アッラー

フは次のように語ったと言われる［T．Ka．2：141；Istiy‘ab　1：186；Mml　2：384；Usd　1：

203］o

　　　彼（ブライダ）は最後の審判の臼，マシュリクの人々の長（qa’id）であり，彼らの

　　光である。なぜなら預言者が次のように言ったからだ。「ある町（balda）で死んだ我

　　が教団中の男は，最後の審判の日に，彼らの長であり，彼らの光である。」！の

豆　アブド・アッラーフの事績

　1　ラーウィーとして

　教友だちの死後，ムスリム第2世代であるタービゥたちは「預言者の書行」を次世代に伝

承する役割を果たした。アブド・アッラーフもそのようなタービゥの一人であり，後世の多

くの人名録は彼のラーウィー）としての側面に注意を注いでいる16）。

　後世の人名録で，rアブド・アッラーフにハディースを伝えた人物」および「アブド・

アッラーフがハディースを伝えた人物」を最も多く列挙しているのは，ミッズィー（ai－

Mizz；，742／1341年下。）のTah．　Kである［Tah．　K，14：329－30］。この中でミッズィーは，

前者26人，後者57人の名を挙げる。それらの人物をまとめたのが次頁【表1】および【表

12）彼の没黛は62／681－2庫とも　［T．王s．翠．61－80：76］，63／682－3年とも　［Ta．　Ku．7：8；

　Tah．　T．1：432］言われる。

13）　ジャッスィーンについては，Mml〔2：384］，　Ansab［4：305］，　MB［2：164］を参照。ちな

　みにブライダの墓碑は現存しており，ジャッスィーン墓地の位置も比定されている　［佐藤1994：

　32，52］。）KyKOBCK磁1894にはその墓碑の写真も掲載されている。

14）　1999年10月8日，京都で行われた国際会議　“Beyond　the　Border”　1こおいて，　レッカー

　（Lecker，　M）は“On　the　Burial　of　Martyrs”と題した発表を行い，この逸話について触れた。

　そして「（アブド・アッラーフが終末論的内容を含む「預書番の言葉」を父ブライダのメルヴでの

　死に結び付けて語った）そのコンテクストはブライダが実際には殉教者（martyr）であったこと

　を示唆する。jと述べた。この論は罪常に刺激的であるが，少なくとも史料中にはブライダを殉教

　者（shahld）とする記述は存在しない。

15）本稿ではうーウィーという語を「ハディース伝承者」の意味で使用する。ラーウィーに関して

　はEア：‘‘RAWI”を参照。

玉6）T．Is．［b．　IGI　一　120：393］には，註として彼に関するビブリオグラフィーが記されており，荷

　益である。
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【表1】　アブド・アッラーフにハディースを伝えた人物
（Tah．　K．　vo．　14，　p，　329）

名　　　　　　　　前 備　　　　　　　　考
1 Anas　b．　Malik 学友。91～93／709～711年頃没。
2． Buray甑b認一撫§ayb 教友。本人の父。60～63／680～683年頃没。
3 Bushayr　b、　Ka‘b　al」Adawi 教友。タービゥとみなされることもある。

4 耳umayd　b．‘Abd　al－Rahman　a1一耳imyari

5 耳an多ala　b．‘Ali　al－Aslami 教友。タービゥとみなされることもある。

6 耳uwaytib　b．‘Abd　al」Uzza 教友。54／674年没。

7 Daghfal　b．耳an呂ala　a1－Nassaba 教友。

8 AbO　Sabra　Salim　b．　Sabra　a1－Hudhali

9 Sa‘id　b．　al－Musayyib タービゥ。94／713年没。

10 Samura　b．　Jundab 教友。60／679年没。

11 ＄a‘串a‘ab．　Sa曲an 教友。56／676年没。

12 胴‘Amir　al－Sha‘bI タービゥ。103／721年没。

13 ‘Abd　Allah　b．‘Abbas 教訓。68／687－8年没。

14 ‘Abd　Allah　b．‘Umar 教友。73／693年没。

15 ‘Abd　AIIah　b．‘Amr ‘Abd　Allah　b．‘Amr　b．　Hilal。教友。

16 ‘Abd　Allah　b．　Mas‘Ud 教友。32／652－3年以降に没。

17 ‘Abd　Allah　b．　Mughaffal　a1－Muzani 教書。57／677年占。

18 7加伽翫伽sα〃π 言忌。バスラのカーディー。52／672年没。

19 Mu‘awiya　b．　Abi　Sufyan 言忌。ウマイや朝カリフ。60／680年没。

20 a1－Mughira　b．　Shu‘ba 教友。48～51／668～671年頃没。

2∫ ．】陶勿¢．臥】轍πσr 三一ビゥ。メルヴのカーディー。129／746年没。

22 Ab血a1－Aswad　al－Du’ali
タービゥ。バスラのカーディーであったという説も
?る。69／688年没。

23 AbO　MUsa　a1－Ash‘ari 教友。42／662－3年頃没。

24 AbU　Hurayra 教友。58～59／678～679年頃没。
25 F‘A’isha 言忌。預言者の妻。58／678年没。

26 Umm　Salama 教友。預言者の妻。62／681年没。

※　名前はアラビア文字順。

※　塗りつぶし（灰色）はホラーサーン関係者（移住者）e’太文字・斜体はカーディー経験者。

※　備考欄を記すにあたっては以下の史料も参照したが，煩雑になることを避けるため典拠は省略した。

　　　1＄aba；Jarh；Tah．　K．；Tah．　T．

※　没年については」町2ないしal－Zirikli　1996の記述に従った。

2】である17＞。

まずは【表1】を見てみよう。この表から読み取れることは，アブド・アッラーフにハ

ディースを伝えたとされる人物の多くが著名な弓手であったということである。さらに彼ら

の大半はヒジャーズ地方ないしイラーク地方（バスラ，クーファ）で活動し，知られる限り

17）本来ならば，諸ハディース集に収められたハディースのイスナードを精査することにより，【表

　1】【表2】で示されるアブド・アッラーフの伝承・被伝承関係を再確認せねばならない。しかし

　諸々の事情により本稿ではその作業を遂行できなかった。この点は今後の課題としたい。【表1】

　【表2】から読み取れる特徴は，具体的な数値の信愚性はさておき，一つの傾向として理解される

　べきである。
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アブド・ア．ッラーフがハディースを伝えた人物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tah，　K．　voL　14，　pp，　329　一一　330）

名　　　　　　　　前 備　　　　　　　　考
1 a1－Ajlah　b．‘Abd　Allah　a1－Kindi KUfi。145／762年没。
2 Bashir　b．　al－Muhajir K且fi。

3 8紬漁ユπK烈w禰．母1」漁ys訪鳶癩H漁r・照癬 MarWazi。
4 Thawab　b．‘Utba Ba§rl。

5 AbO　Bakr　Jibrll　b．　Ahmar　　　　　　　　　　　　　　． Basrl　or　KUfi。　　・

6 耳ujayr　b．‘Abd　Allah

7 耳usayn　b．　Dhakwan　a1－Mu‘allim Ba§ri。145／762－3年没。

8 撫δ硯澱．翫職φ拶¢謬「漁．r卿砺滋．・ Marwazi。メルヴのカーディー。
P57／773－40r　159／775－6年没。

9 耳ammad　b．　Abi　Sulayman Kafi。119／7370r　120／737－8年没。
：o 1《h創云db、‘Ubayd亀1」Atakl「 Ba§ri。メルヴ在住。

11 ；paP1煎¢膨．．A…嫉．副一奪U痴士 メルヴの人。167／783－4年没。
12 Rumayh　b．　Hnal　a1－Ta’1

、．13 誠ゴ2；ub編≠r　bJ．瓠鳳毎d員；慮一｝熱」…aだ云 Knfl。メル．ヴ在住．。

14 α謬｛邸δα〃rゐ．Zd功

AbO‘Adiy　al－KUfl　al－Hamdani　al－Yami。レイの

Jーディー。131／748－9年没。一説によればメル
狽ﾉ滞在した．こともある。

15 Sa‘d　b．‘Ubayda
Ab且耳amza　a1－Kafi　al－SulamiQ

P02～105／720．～724年の間に没。
16 Sa‘id　al－Jurayri Ba§ri。144／761－2年没。
．亘：7 sa紅玉晦，、．．協bd　AU滋1　b．8｛↓総y・dε陰 本人の息子。メルヴ在住。

18 Suhayl　b．　Abl§ali13 AbU　Yazid　al－Madani　al－Salnman。

19 串alih　b，耳ayyan　al一二Qurashi KUfi。140～150／757～768年の間に没。
20 ．睾母駄hr　b；．協L．bd　A㌧11a．敢．b．8“ra￥：d母 本人の息子。メルヴ在住。

21 一‘Amir　a1－Ahwal　　　　　　　　．

Basrl。

22 一‘Amir　al－Sha‘bI この人物はアブド。アッラーフにハディースを伝え
ｽ人物でもある。【表1】12番を参照。

23 ‘Abd　Allah　b．‘Ata’al－Makki　　　　　　　　　　　9

Sa13ib　Ibn　Burayda。

24
ゑわ4：撫駆う窪曰う♂滋瀦舜々1翫．撫s置ε燕：

ﾐ謬Lβμ緬η癖α’「伽r砂σ蛎 M．arwazi。メルヴのカーディー。

25 ‘Abd　al－Jalil　b．‘Atiya Ba§ri。

窯6 lAbd　a］ト鼠鯖i．鳳甑s疑1董t無トB聡r葦、 Marwazi。バスラ在住。

2マ 懲う6α護「漱彫物加甑．漁配耀癬一二πσ充．
Marwazi。メルヴのカーディー。顕hib‘Abd　Allah

aDBurayda。
28 AbU　Malik‘Ubayd　Allah　b．　al－Akhnas al－KUfi　al－Nakha‘i　al－Khazzaz。

葛9
Ab｛工滋一M庶慷b．℃bayd　A1．正a：b纂．‘Ab¢《撮葡

Gal」ムt轟癒 Marwazi。

30 ‘Ubayd　Allah　b．　al一‘Ayzar Ba§ri。

31 ‘Uthman　b．　Ghiyath Ba＄rl。

32 a1－Knfl　al－Thaqafio　136／753－4年没。

鑛 「A舞製三一Kh旦ra＄…a瓢； バルブの人。135／752－3年没。

34 ‘A11　b．　Suwayd　b．　ManjOf　al－SadUsi Basrl。

35 ‘Umara　b．　Abi　Hafsa　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　．

al－Ba＄ri　a1－Azdl　al一‘Ataki。132／749－50年没。

36 ‘Amr　b．　Abi　Hakim　al－Wasiti　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

雛． 」｛1瞼b」‘Ubayd磁づK加d江．：
Marwazl。

38 Fa’id　AbO　al一‘Awwam Ba＄ri。
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【表2】　アブド・アッラーフがハディースを伝えた人物（続き）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tah．　K．　voL　14，　pp．　329　一一　330）

名　　　　　　　　前 備　　　　　　　　考

39 Qatada
Ibn　Di‘ama　al－Basri　al－SadUsl。　　　　　　　　　，

撃P7／735－60r118／736－7年没。

40 Kahmas　b．　al－Hasan　　　　　　　　， Ba§ri。149／766－7年没。

41 Malik　b．　Mighwal KUfi。158～159／775年没。

42 M邸ゐδr泌わ．1）髭ん廊r　　● KUfi。クーファのカーディー。
P16／734－5年没（諸説あり）。

43 AbO　Hilal　Mllhammad　b．　Sulaym　a1－RasibI Ba＄ri。167／7840r　169／785年没。

44 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．･砥ar．鼠正一w購融
AbO　Raja’al－Khurasani。バスラ在住。

P25／742－30r　129／746－7年記。

45 Mu‘awiya　b．‘Abd　a1－Karim　al－ThaqafI
P80／796－7年没。

46 al－Mughira　b．　Subay‘

47 M犠駐藷til　b．漁ヲy霞n． バルブ在住。150／767－8年以前に没。

48 Muq融il　b．　Sul羅ym繍 Balkhi。150／767－8年没。

49 al－Mundhir　b．　Tha‘laba　al一‘AbdI Ba多ri。

50 Maym且n　AbU‘Abd　Allah Ba§ri。

51 al－Walld　b．　Tha‘1aba　al－Ta’i　　　　　　　　　　　　　． Ba§rl。

62 Y癩¢b瀞羅頸職． Balkhi。前出47番の兄弟。

菖3 Y癩dlズU卿爵a1」IA綴ki Marwazi。

騒 Y繍羅aト葱鴛h瓢　　　　　　　， Marwaz1。131／748－9年没。

55 YUsuf　b．＄uhayb KUfl。

56 AbU　Rabi‘a　aHyadi ‘Amr　b．　Rabi‘a。

57 AbU　Hashim　a1－RummanI
Ya加a　b．　Dinar。122／739－400r　145／762－3年

v。

※　名前はアラビア文字順。

※　塗りつぶし（灰色）はホラーサーン関係者。太文字・斜体はカーディー経験者。

※　備考欄を記すにあたっては以下の史料も参照したが，煩雑になることを避けるため典拠は省略した。

　　　Jarb；　Mashahir；T，　ls．；Tah．　K．；　Tah，　T．；Thiqat

でホラーサーンとは無縁であった。このことから，彼が「預言者の言行」等の諸知識を得た

のは主にバスラ在住期であったことが推測される18）。

　続いて【表2】を見てみよう。この表において，上記【表1】との比較の上で最も興味深

い点は，ホラーサーン，特にメルヴの出身者（あるいは在住者）が比較的多いということで

ある。少なくともメルヴ関係者だけで16人，ホラーサーン全域なら19人おり，その人数は

全体の33％に達する。つまりアブド・アッラーフは，著名な教士とホラーサーンのラー

ウィーとをつなぐ橋渡し役を担ったことになる。このことは，彼が父ブライダらとともに最

も早くホラーサーンへ「預言者の言行」を伝えたことを示唆している。同時にこのことは，

ホラーサーンにおけるハディースの一伝承元として彼が後世のウラマーの信頼を集めていた

18）あるハディースによれば，アブド・アッラーフは父ブライダとともにカリフ，ムァーウィヤと

　会談した［T．Di．27：126－27；T．　Is．　h．101－120：394；Siyar　5：52］。このことから，彼は父の

　仲介を通じて教友だちに接触したと類推される。



アブド。アッラーフ。プン。ブライダ 39

ことを物語っている。

　なお，【表2】中で挙げられる23および27の入物は，［アブド・アッラーフの徒（＄ahib

‘Abd　Allah　b．　Burayda）」として知られている［T、　Ya．2：277；Mashahir：310〕。この表

現は「（ハディースの伝承において）アブド・アッラーフに従う者」という意味を持つと考

えられ，「アブド・アッラーフ派」とも雷うべき入々の存在を示している。史料によっては

「ムンカル」19）と判断されることもあり20），必ずしも儒頼できるラーウィーとはみなされな

いアブド・アッラーフであるが，少なくともホラーサーンにおいては彼の伝えるハディース

は信頼を得ていたと言える21）。

　2　カーデK一として
　　　　　　カ　ディ　
A）「3種の裁き手」ハディースの伝承

　アブド・アッラーフを通して伝えられたとされるハディースの中に，以下のものがある

［SunaR　A．3：288　一　89］。

　　（Muhammad　b．耳assan　al－Samti←Khalaf　b．　Khalifa←AbU　Hashlm　22）←一　lbn　Bur－

　　ayda←Abi（Burayda））
　　　　　　　　　　　　　カ　ディ　
　　　彼（預言者）曰く，「裁き手たる者に3種あり。うち1種は天国へ行き，2種目地獄

　　へ行く。天国へ行く裁き手とは，真実を知り，それをもって裁く者。真実を知りっっ，

　　裁決において逸脱する者は地獄へ行く。また無知にして人のために裁く者も地獄へ行く。

　　（al－qu4at　thalatha　wahid　f至　al－Janna　wa　ithnani　fr　al－Nar　fa一’amma　aliadh1　f1　a1－

　　Janna　fa－rajul‘arafa　al－baqq　fa～qada　bi－hi　wa　raju｝　‘arafa　al－haqq　fa－jara　fl　al一

　　籍ukm　fa－huwa　fl　al－Nar　wa　raju至qada　li－al－nas‘ala　jahl　fa－huwa　fl　al－Nar）」

このハディースはカーディーの心得一一具体的にはカーディーによるイジュティハードの

可謬性とその是非一を示しているとみなされ，ハディース集，法学同等でしばしば引用

19）　ムンカルとは「異論の余地あるハディースないしハディース伝承者」を意味し，一般的にハ

　ディース偽造に関わるとみなされる。「家族イスナード　（family　isnads）」を持つハディース

　　　すなわち，ある人物からその子，孫へと伝えられるハディースーもムンカルとして疑わ

　れた。その代表例が，預言者→ブライダ→アブド・アッラーフというイスナードを持つハディー

　スである［Eア：“MUNKAR”］。

20）例えば‘llal［2：22］を参照。

21）Tah．　T．［5：158〕に引用された記述からは，メルヴの入々がいかにアブド・アッラーフ経曲

　のハディースを儒詳していたかということがわかる。

　　なおジュインボール（G難，A。　Juynbol玉）は，初期イスラーム時代の染髪に関する論文の中で

　アブド・アッラーフに触れている［JuynbolH9863。それによれば，当時，髪やひげを染めるこ

　とに関しては法学上の論争があり，その中で，アブド・アッラーフの伝えたハディースが染髪擁

　護の一一根拠とみなされていたという。

22）　この人物は【表2】中の「57，AbO　Hashim　a1－RummanUである。
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された［Adab：33　一　34；Sunan　M．2：776；Sunan　T，2：65；Awsat　4：377　一　78，7：388，

402－403323）。アブド。アッラーフを通してこの「預言者の言葉」が伝えられたことは，彼

とカーディー職とを結びつける一接点となっており興味深い。

　より興味深いことに，このハディースには内容の若干異なる別ヴァージョンが存在した。

それを以下に引用してみよう［AQ　1：15］。

　　（Abit　Ja‘far　Muりammad　b．＄alib←Jubara←‘Abd　Allah　b．　Bukayr←Hakim　b．

　　Jubayr　24）fe‘Abd　Allah　b．　Burayda）

　　　ヤズィード・プン・アルムハッラブ（Yazld　b．　al－Muhallab）は私（アブド・アッ

　　ラーフ）をホラーサーンのカーディーの任（qada’Khurasan）に就けようと望んだ。

　　そのことが私を悩ませた。そこで私は次のように言った。「神に誓って〔私はカー

　　ディーに〕なりません。かって我が父（ブライダ）は神の使徒から以下の言葉を聞き，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　アイ　
　　それを私に伝えました。すなわち『裁き手たる者に3種あり。うち2種は地獄に行き，

　　1種は天国に行く。〔真実を〕知り，それ（真実）をもって裁く裁き手は，天国の人間に

　　含まれる。真実を知るも故意に逸脱する裁き手は，地獄の人間に含まれる。知識なしに

　　裁き，「私は知らない」と言うことを恥じる裁き手もまた，地獄の人間に含まれる。』」25）

一見してわかるとおり，このヴァージョンにはアブド・アッラーフ自身の語る状況説明が補

23）上詑史料のいずれの場合も，イスナード中にイブン・ブライダ（：アブド・アッラーフ）の名

　前が登場する。（Adabにはギイブン・アビー。ブライダ」とあるが，アブド・アッラーフを指し

　ているとみなしうる。）

　　AQ　［1：13－19］　にはこのハディースが13回引用されており，13回それぞれが異なるイス

　ナードを有する。このうち伝承者にイブン・ブライダないしアブド・アッラーフ・プン・プライ

　ダを念むものは5囲あり，念まない他の8回においては同じタービゥが3回以上登場することは

　ない。なお上記8回のうち4回はマトンを（預立者でなく）アリー（‘Ali　b、　Abi　Talib）の書誌

　とする。

　　現時点で筆者が把握している限りでは，このハディースの引用は計9史料24回に及ぶ（St　25

　も参照のこと。）。このうち16回でイブン・ブライダないしアブド・アッラーフの名前が登場する。

　イスナード中のアブド・アッラーフより後世代の伝承者に関しては際立った特徴は晃られない。

　　このハディースに登場するal－qudat（al－qadlの複数形。）という単語は，『コーラン』におい

　ては非限定単数形（qadin）の形で1回（20章72節），限定女性形（al－qadiya）の形で1園

　（69章27節）登場する。同書において語根q－d－yは「（特に神が）決める・定める」，「満たす・

　果たす・終える」，あるいは「裁く」の意味で用いられる。ハディース中の単語の用法については

　さらに分析を必要とするが，この「預言者の書葉」がアブド・アッラーフの時代に存在したこと

　自体に問題はないように思われる。

24）　【表2】中にはこの耳akimに相当する人物は見当たらない。

25）Ma‘rifa‘U．£98－99］，　Qand£683〕，　T．　Di．［27：136－37］にも同ヴァージョンの「3種の裁き

　手」ハディースが引用されている。ただしこれら3史料中のものは，本文で引用したAQ中のも

　のと内容藺で若干異なっている。以下註26，註27も参照のこと。

　　なお，上記註23で指摘した王6圏のうち，5回はこの「アブド・アッラーフのカーディー就任

　拒否逸話」を含む長文ヴァージョンである。
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記されている26）。

　この「彼自身による説明」には重大な問題がある。説明によれば，彼はヤズィード（ホ

ラーサーン総督。任期，第1期82～85／702～704年，第且期97～99／715－6～717

年。）にカーディー就任を求められたものの断った，とある27）。ところが多くの史料は，彼

がある時期メルヴのカーディーであったことを証雷している。しかもそれらの証雷のうち最

も儒用できるものは，このヤズィードを彼の任命者とみなしているのである（下記第H章第

2節Bを参照。）。従って，この説明部分からは，

　①彼は「預言者の言葉」に従って自分自身をカーディー適任者でないと考えていた（が，

　　　ホラーサーン総督によって強引にカーディーにさせられた）。

　②彼は（「預言者の雷葉」以外の）何らかの理由によりカーディーとなることを嫌悪し

　　　ていた（が，ホラーサーン総督によって強引にカーデK一にさせられた）。

　③この説明部分自体が，後世のウラマーにより偽造されたものである。

という3っの可能性を読み取ることができる。

　結論から雷えば，この説明部分は偽造された可能姓が極めて高い28）。しかし真相如何に関

わらず注目すべきことは，このハディースが一種の「理想のカーディー」像を提案している

という点である。そして父ブライダを通して上記ハディースを伝承し，かっカーディー在職

経験もあったアブド・アッラーフは，この「理想のカーディー」像に最も近い存在であった

と唱えよう。だからこそ真偽の疑わしい彼の「カーディー就任拒否」逸話も，無視されえな

い存在価値を持ちえたのである。

26）　ただし上詑註25で指摘した3史料（Ma‘rifa‘U．；Qand；T．　Di．）においては，この状溌説明部

　分は一人称の文体ではなく三人称の文体である。

27）　ただし上記註25で指摘した3史料（Ma‘rifa‘U．；Qand；T．　Di．）においては，アブド・アッ

　ラーフにカーディー就任を要請した人物はクタイバ・プン・ムスリム　（ホラーサーン総督。任期

　86～96／705～15庫。）である。

28）　Ma‘rifa‘U．の著者ハーキム・アンナイサーブーり一　（al一松akim　al－NaysabGrl，405／王014年

　没。）は，このハディースを引用した後，以下の記述を書き加えた。

　　　　これはホラーサーンの人々のみが伝承したハディースである。というのも，彼ら（イス

　　　ナード中の伝承者）以外からこのハディースを伝承した人々も，メルヴ出身者（Marawiza）

　　　だからである。

　この記述から判断すれば，「アブド・アッラーフのカーディー就任拒否逸話」はホラーサーンのウ

　ラマーによって偽造された可能性が高い。ジュインボールは，この逸話が数ある「反裁判宮職ス

　m一ガン（anti－judgeship　slogans）」の1つであることを指摘し，それがミフナの聖代（218～

　34／833～48年。）に生まれたのではないかと推測する［Juynbo111983：94コ。

　　なお，ヒジュラ暦1～4世紀の各地のウラマーが示した「カーディー就任拒否」の姿勢とその

　二野を分析した研究としてCoulson　1956がある。
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B）　カーディー任期

　ここで，あらためて【表1】および【表2】を見てみよう。この2っの表から，もう1点，

指摘すべきことがある。それはカーディー経験者の存在である。【表1】においては2人

（22番の人物を含めれば3人），【表2】においては5人がカーディー経験者である。さらに

その7人のうち，4人はメルヴのカーディーなのである。このことは彼自身がメルヴのカー

ディーであったことと無縁ではあるまい29）。

　アブド・アッラーフをカーディーとして紹介する最初の史料は，ブハーリー（aFBuk－

harl，256／870年没。）のT．　Ka．である。それ以前の史料では彼のことをカーディーと記す

記述は存在しない30）。T．　Ka．以降の史料では，人名録，人名辞典，一部の年代記においてそ

のような記述が見うけられる。それらの史料を一覧にしたのが次頁【表3】である。なお，

アブF。アッラーフの兄弟スライマーンもカーディーであったとみなされる場含がある。

【表3】では，スライマーンを二一ディーと記す史料についても併記した。後者の場合，

カーディーとして紹介される最初の史料はThiqatということになる。

　さて，【表3】に挙げた史料の中には，アブド・アッラーフがカーディーであった時期を

記しているものもある。以下ではそれらの記述に基づき，その時期について検討することに

しよう。記述内容は，大きく分けて3っの説に分類されうる。

〔ヒジュラ暦105年（西暦723畷年）引継ぎ説〕

　T．Dl．申の引書記事に以下のような一節がある［T．　Di．27：139］。

　　　メルヴにおいてカーディーの任にあったスライマーン・プン・ブライダは，105年に

　　当地で没した。彼の後，彼の兄弟（アブド。アッラーフ）が当地におけるカーディーの

　　任に掘えられた。彼（アブド・アッラーフ）は，115／733－4年に没するまで，メルヴ

　　におけるカーディーの任にあった。

これによれば，カーディーであったスライマーンが105年間没して後，兄弟の職を引き継ぐ

形でアブド・アッラーフがカーディーになった，という。ただしスライマーンが任命された

時期，ならびに彼ら2人を任命した人物は不明である。

　この説には問題点が2つある。まず1つは，奪齢についてである。上記の説に従えば，彼

29）K磁∂at－Maghdeiの著者で，　バグダードのカーディv－dであったワーキディー　（AbU　‘Abd

　Allah　Mubammad　b．℃mar　al－Waqidi，　207／823庫ごろ没。）がアブド・アッラーフ。プン・ブ

　ライダのマウラー（「被護艮」。）であった，という記述もある［Ta．　Ku．7：334］。この内容は虚

　構であろうが，アブド・アッラーフと他のカーディー経験者とのつながりを示している点では興

　味深い一例だといえる。ワーキディーはアスラム族の出身であり，アブF・アッラーフとは同族

　であった。この点も上記記述の形成に関連していると考えられる。

30）T．Ka．より古い史料では，　T．　Ya．，　Ta。　K：ha．，　Ta．　Ku，などで彼に関する記述が見うけられるが，

　いずれも情報蟹は僅かである。なおT．Kha．［235］にバスラのカーディーとして登場する‘Abd

　Allah　b．　Burayda　al－Aslamiは‘Abd　Allah　b．　Yazid　a1－Aslamiの間違いである。
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【表3】‘Abd　Allah　b．　BuraydaとSulayman　b．　Buraydaをカーディーと記している史料の一覧

史　料 著者没年 ‘Abd　A1至ah Su圭ayman 備　　　　　　考
① T．Ka， 256／870年 ＠ voL　5，　P．5王 △ voL　4，　P，4

② Jar摯 327／939奪 ◎ voL　5，　P．13 △ vol．4，　p．102

③ AQ 330／941年 ◎
voL　3，

垂吹D306β22
×

厳密に言えば，本史料において‘Abd
`llahは「カーディー」とは記されて
｢ない。しかし実質的に「ホラーサー

唐ﾌカーディー」として扱われてい
驕B

④ Mashahir 354／965年 ◎ p．2G2 △ p．2G2

⑤ Thiqat 354／965無 ◎
vo玉．5，

oP．16～17
⑥ voL　4，　p．303

Sulaymanに関しては，「彼はメルヴ
ﾌ二一ディーの任にあったと雷われて
｢る。」と伝聞調に記されている。

⑥ Jarn‘ 507／1113年 ⑥ voL　1，　P247 △ voL　1，　p．185

⑦ A最sab 562／1圭66年 ○ voi．4，　P，404 ◎ voL　4，　P．404

⑧ T．Di． 571／1176年 ＠
voL　27，

o．王25～王39
○

vol．27，

o．139

‘Abd　Allahの説明記事は先行史料か

轤ﾌ引用で構成。そのうち，彼を
uカーディー」　と記す骨箱が8っ　（う

ｿ上記史料①，②からの引用が各
､），Sulaymanを「カーディー」と
Lす引用　（Ab日翠at1m簸u均a鵬mad
aD翠ibban　a1－Bustiから）　が1っ掲

ﾚされている。

⑨ Kamll 630／1233年 ＠ voL　5，　P．180 X れ．114年の死亡記事。

⑩ Lubab 630／1233黛 X ◎ voL　2，　p，443 史料自体は上記蔓料⑦の要約版。

⑪ Tah．　K． 742／1341奪 ◎
voL　14，

垂吹C328～332
麟

voL　11，　PP。

R7G～372；
魔盾k｝4，　p，332

Sulaymanを「カーディー」とする
L述はAbU翠ati斑b．繊bban（a1－
aust1）からの引用。

⑫ T．Is．
748／1348Qr
V53／1352－3年

⑥
皐，10三～圭20，

垂吹D393～395
㊥ PP．97～98，

R95

蔭．10王～120，Sulay騰anを「カーディー」とする
@　　　　言置述はIbn　翠ibban　（aレBusti）　から

@　　　　　の引用。

⑬ Tah．　T． 852／1449年 ◎
voL　5，

oP．157～158
◎

voL　4，　PP．

P74～175；
魔盾k　5，　p．王58

Sulaymanに関しては，彼の説明記
魔ﾌ中で上記史料⑤の文が引用され
驕Bまた‘Abd　A1玉ahの説明記事の中

ﾅも，沁n耳ibban（al－Bustの　から

ｶが引目され，‘Abd　Al至ah　と
rulay環anがともに「カーディー」
ﾅあったことが記述されている。

◎：彼に関する説明記事があり，その中で彼が「カーディー」として記されている。

○：彼に関する説明丁丁はないが，他の人物の説明記事の中に彼を「二一ディー」と詑す一節がある。

⑭：彼に関する説明記事はあるが，その中で彼はヂカーディー」とは記されていない。ただし他の人物の説明記事の

　　中に彼をrカーディー」と記す一節がある。

△：彼に関する説明記事はあるが，その中で彼は「カーディー」とは記されていない。

×：彼に関する説明記事がなく，他の入物の説明記事の中にも彼を「カーディー」と卸す…節は見られない。

は90歳から100歳まで（西暦換算では87－8～97歳）の高齢期にカーディーであったこと

になる。常識的に言ってこの点は不自然である。もう1っの問題は，スライマーンが本楽に

カーディーであったかどうか，という点である。【表3】を見ればわかるように，スライ

マーンをカーディーと記す史料はアブド・アッラーフの場合よりも少ない。またカーディー

と記す史料においても，スライマーン自身の紹介記事の中ではカーディーと記されない場合

がある（Tah．　KおよびT。　ls，）。従ってスライマーンがカーディーであったか否かは，現時
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点では確定されえない。以上のような点から，この「引継ぎ」説は信愚姓を欠いている31）。

〔ムハッラブ任命説〕

　西暦12世紀前半，メルヴ出身のアーリム，サムァーニー（a1－Sam‘anl，562β166奪没。）

は，アブド・アッラーフのカーディー就任に関して他史料にない独自な記述を書き残した

［Ansab　4：404］．

　　　彼（スライマーン・プン・ブライダ）はムハッラブ・プン・アビー。スフラ（al一

　　簸uha1玉ab　b．　Abl＄ufra）の聴代，カーディーの任にあった。彼（スライマーン）は彼

　　（ムハッラブ）に辞任を願い出，彼は彼を解任した。そしてその任に彼の兄弟アブド・

　　アッラーフ；を据えた32）。

麩本的にはこの記述も「引継ぎ」説に分類されうるが，任命者を特定している点，およびス

ライマーンの辞任を指摘している点で上記の説と異なっている。辞任の正確な時期，および

アブド・アッラーフの任期については不明である。

　この説は，ホラーサーン総督ムハッラブ（任期79～82／698～702年。）を任命者として

いる点で間題がある。残念なことに，ムハッラブを任命者とする記述はAnsab以外の史料

には存在しない。可能姓から言えば彼が任命したことは牽分に考えられるが，他の史料から

裏付けが得られないため，現時点ではこの説を積極的に受け入れることはできない。ただし，

A聡ab中の記述は失われた趣ルヴ史』から引用されている場含があり33），この記述もそ

の可能性がある。スライマーンのカーディー辞任に雷及している点から言っても，この記述

は貴重である。

〔ヤズィード任命説｝

　任命者を明記する史料としては，前述したAnsab以外に，　Mashahir，　Thiqat，　T，　Di。，

31）　なおこの「引継ぎ」説は他の3史料にも兇うけられる［Tah．　K．14：332；T．　Is．れ．101一王20：

　395；Tah．　T．5：158］。　T．　Di．を含む4史料中の記述は，いずれもイブン・ヒッバーン・アルブ

　スティーからの引用である。

32）Ansabの要約湿たるLubabでも同様の記述が見うけられるが〔Lubab　2：443］，カーディー

　職引き継ぎを示す後半部分は省略されている。

33）佐藤明美によれば，『メルヴ史』はかって5種類存在した［佐藤1994：28］。セズギンはうち3

　種類の著者名を忙している　［Sezgln　l9671：35王一52］。サムアーニーが参照したと考えられる

　『メルヴ史』は，少なくとも以下の3種類である。

　　①Aba　al一‘Abbas　Aれmad　b，　Sa‘id　b．　A願ad　b．　Ma‘dan（375／986年没。），

　　　　翫擁肋α♂一1吻短伽gα（例えばAnsab［2：13，3：382］を参照。）

　　②Ab自RajざMu加mmad　b。耳amdawayh　al－Harqani（306／918年没。），

　　　　％補肋α♂勲z伽鎗α（例えばAnsab［1：32G，5：656］を参照。）

　　③AbO　Zur‘a　a至一Sinj1，％擁々ん♂た漁γω（例えばAnsab［5：77］を参照。）

　中でも①は多くの箇所で情報元として登場する。サムアー＝一が引用する書物に関しては

　KaManvallllXHOB　1993£16－18］も参照のこと一この研究書は井谷鋼造氏が所蔵されており，

　筆者は氏の御好意により参照することが出来た。ここに謝意を表したい。一。
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T．Is．の4史料が挙げられる。それらが一致するところによれば，任命者は上記ムハッラブ

の息子ヤズィード（前出のホラーサーン総督。任期，第1期82～85／702～704年，第H

期97～99／715－6～717年。）であった［Mashahir：202；Thiqat　5：i6－17；T．　Di．27二

129，王37；T．王s．摯．101－120：3951。このことから，現時点ではやズィード任命説を受け入れ

るのが妥i当である。

　T．Di．には，ヤズィード任命を裏付ける記述が2つ引用されている。そのうちの1つが以

下の記述であり，ヤズィード任命説の中で最も具体的な内容を含む。

　　　彼（アウス・プン・アブド・アッラーフ・プン・ブライダ）は言った。「アブド・

　　アッラーフ。プン・ブライダは24年聞メルヴのカーディーであった。彼はカーディー

　　の任にあってリズク（al－rizq，ムカーティラに支給された「食糧品」を指す。）を得て

　　いた。かってヤズィード・プン・アルムハッラブが彼をカーディーに任命し，アサド・

　　プン・アブド。アッラーフ　（Asad　b．‘Abd　Allah）の統治期までカーディーであり続

　　けた。」

アブド。アッラーフの子，アウス（Aws　b．‘Abd　Allah　b．　Burayda，202／817年以降没。）

が語ったとされるこの逸話によれば，彼は24年もの間メルヴのカーディーであったとい

う34）。ここで登場するアサドという人物もホラーサーン総督（任期，第1期106～09／724－

5～727－8年，第∬期117～20／735～738年Q）であったが，ヤズィードの総督第1期目

とアサドの総督第1期目の間は最短で22年，最長で28年である。上記の24年という数字

はこの条件を満たしていることになる。従って，両ホラーサーン総督の総督第1期目の間を，

彼がカーディーであった時期と推定することができる。

　ただし，クタイバ。プン・ムスリム（前出のホラーサーン総1督。任期86～96／705～15

年。）がヤフヤー・プン・ヤーマル（Yabya　b．　Ya‘mar，129／746年忌。）をメルヴのカー

ディーに任命したとする記述［Mashahir：203；T．　Is．　b．81－100：502；Tr．　Wa．4：59－

62］や，ジャッラーフ（al一∫arrab　b．‘Abd　Allah，ホラーサーン総督。任期99～iOO／717－

8～719年。）がアブド・アッラーフを解任し，アブー・ウスマーン・アルアンサーリー

（AbポUthman　al－ARSari，没年：不詳。）をカーディーにしたとする記述［T，　Di．27：130］

が存在する。従ってアブド・アッラーフがその期間連続してカーディーであったとは考え難

く，上記逸話も全幅の信頼を置けるものではないことがわかる。

　以上，アブド・アッラーフのカーディー就任に関する3説を検討してきたが，結論は以下

の2点である。

34）　アウスは，この話を兄弟サフル（Sah1）や母親，彼の家の人々（ahl　bayt－1）などから聞いた

　という。彼はアブド・アッラーフの晩奪の子であったため，父から直接はハディースを伝承しな

　かった。なお彼は，ラーウィーとしては信頼度の低い人物とみなされていた［T。Ka．2：正7；Du

　‘afa’：　67］e
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①アブド・アッラーフをカーディーに任命したのは，ホラーサーン総督ヤズィード（な

　　　いしはその父ムハッラブ）であった。

　②　彼の正確なカーディ一斗期は不明であるが，おそらくヤズィードの総督1年翻からア

　　　サドの総督4年囲までの聞（82／702年～109／727－8年）のある時期（それもかな

　　　り長期）であった。

　これら2点を踏まえた上で，さらにもう1点，指摘すべきことがある。それは，メルヴ

においてアブド。アッラーフ以前にカーディーであった者は存在しない，ということであ

る35）。つまり現蒔田で知られている限りでは，彼はメルヴ史上「初の」カーディーだったの

である。

　前述したように，彼はラーウィーとして，カーディーの心得を説くハディースを伝えてい

る。また，ハディース伝承の過程においては，他のメルヴのカーディー4人一うち1人

は「アブド・アッラーフの徒」。一とも繋がりを持った。これらのことを考え合わせれば，

ウマイや朝期からアッバース朝初期のメルヴにおいて，彼が他のカーディーにとっての二三

的存在であったことは疑う余地がない。

C）　カーディー，アブド・アッラーフの実像

　ワキーウ　（Waki‘，330／941年没。）は『カーディー伝』AQの中で以下の記述を残して

いる　［AQ　3：306］。

　　　ウマイル・プン・ウクバ　（‘Umayr　b．‘Uqba）は言った。「私はアブド・アッラー

　　フ・プン・ブライダがロバに乗って三々をまわり，人々の間で裁いているのを見た。」

この記述においては，後世に見られるようなモスクで裁くカーディー像ではなく，カー

ディー職創成期の調停役に似た姿を見出すことができる36）。

　しかし残念なことに，上記の記述以外でカーディー，アブド・アッラーフ像を示す証言は

35）　スライマーンのカーディー就任については立証が不可能であるため，現蒔点ではこのように撫

　摘できる。

　　∫uynbo111983［229，23G］には「ウマイや朝期およびアッバース朝初期におけるホラーサーン

　およびメルヴのカーディー」がリストアップされているQジュインボールはアブド・アッラーフ

　を「ホラーサーンのカーディー」として挙げる。しかしAQ以外の史料は彼を「メルヴのカー

　ディー」と記しており，本稿では「メルヴのカーディー」に統一した。この違いに関しては現在

　調査中である。

36）　この記述中の「アブド・アッラーフが～村々をまわり」という実現は，アラブ移｛主者が都市メ

　ルヴ近郊の並々に居住していたことを褒している。移住アラブの居住状況に関してはShaban

　l97G£20－21］を参照。実はブライダ家剛体も，高々に居を構えていた。アブド・アッラーフの

　墓があったジャーワルサ村，およびスライマーンの墓があったファニーン村には，彼らの子孫が

　住んでいた［T。Di．27：131］。またメルヴには，アブド。アッラーフの息子サフルの名を冠する

　サフラーバーズ（＄akhrabadh）という村もあった£Ansab　3：525；MB　3：448］。これらの点

　から，ブライダ家と村々との密接な関係を推測することもできる。
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見当たらない。またこの時期のメルヴのカーディーに関しては不明な点も多く，本稿ではこ

れ以上彼のカーディーとしてのあり様に言及することはできない。今後，アブド・アッラー

フに限らずメルヴのカーディー全般を対象にし，地域社会の中で彼らがどのような立場に

あったのか，あるいはカーディー職が制度としてどの程度整備されていたのか，などの点を

検討していく必要がある37）。

皿　アブド・アッラーフ没後の彼にまつわる事象

　1　アブド・アッラーフ墓参詣

　115／733－4年，メルヴ地域のジャーワルサ（Jawarsa）村38）にて，アブド・アッラーフ

はこの世を去った［Thiqat　5：16織7；Mashahlr：202；T．　Di，27：130，139；Tah．　K．14：

332；T．Is．尊．10卜120：395；Tah．　T．5：158］39）。史料に記された生没年を信用すれば，彼

は100年（西暦換算では97年）の長寿を全うしたことになる。亡骸は同村に埋葬され，後

にその墓は人々の参詣を受けることになった。

　参詣行為の開始時期については明らかではないが，墓の場所を記す史料のうち最も古いも

のがイブン・ヒッバーン・アルプスティー　Gbn　Hibban　al－Busti，354／965年没。）の

Thiqatであることから，少なくとも西暦10世紀にはすでに参詣されていたと推定される。

　12世紀になると，メルヴ出身のサムアーニーが以下の一節を書き残した［Ansab　2：13］。

　　　ジャーワルスィー（al－Jawarsi）：　～中略～　このニスバはジャーワルサに〔由来

　　する〕。それはメルヴから3ファルサフ（約18日目）の位置にある村である。そこには

　　アブド。アッラーフ・プン・ブライダの墓（qabr）がある。メルヴとその地域（al－

　　nawa摯i）の人々は，バラーアの夜にそのもとへと集まる4e）。

サムァーニーはアブド・アッラーフ墓以外にもメルヴ地域内の墓参詣事情について触れてい

る41）。しかしアブド・アッラーーフ墓への参詣は，メルヴの人々を巻き込んだ一一大行事であっ

37）　ウマイや朝期からアッバース朝初期にかけてのカーディーについては，Schachat　1964　［23　一　48］，

　Juynboli　1983［77－95］を参照。

38）　この村についてはMB〔2：112］を参照。

39）T．DL，　Tah，　K．，　T．王s．，　Tah．　T．中に見られる彼の没年情報は，全てイブン・ヒッバーン・アル

　ブスティーからの引用である。

　　なお，アブド。アッラーフの死に関しては，「双子の兄弟アブド・アッラーフとスライマーンは

　同じ臼に生まれ，同じ日に亡くなった」という記述も残されている［Jamhara　：240；Tah．　K．14：

　332；Tah．　T．4：174］。この内容は明らかに虚構であるが，彼の死を特徴付けようとする慧図が

　窺われ興味深い。

40）　「バラーアの夜」はシャーバーン月15日夜，あるいはその時行われる祭を意味する。詳しくは

　EP：“BARA’A”を参照。

41）　例えばAnsab［2：497，3：145，197，257，318，4：358，377，5：76，636］を参照。この内の半

　数以上に，サムアーニー自身が参詣を行っている。
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たという点で他に類を見ないものであった42）。

　2　彼の子孫たち

　アブド・アッラーフには4人の息子がいた（次頁【系図】を参照）。そのうちジャミール

を除く3人はラーウィーとして知られ，人名録中にも紹介記事が見うけられる（【系図】に

付した「注記」を深黒。）。さらに政治分野においても，彼らは足跡を残した。メルヴは

「アッバース朝革命3発祥の地として有名であるが，アブド・アッラーフの息子や孫も革命

運動とは無縁ではありえなかった。

　遡って98／717年，すなわちアブド。アッラーフがカーディーであったと推漏される時，

メルヴの「アッバース家運動（Da‘wa　al一‘Abbasiya）」力欄始された［SharoR　1983：149］43）。

この運動には早くから父ブライダのマウラー（「被護民」。），イーサー・プン・アーヤン

（‘isa　b．　A‘yan，没年不詳。）やアムル・プン・アーヤン（‘Amr　b．　A‘yaB，没年不詳44）。）ら

が参加していた45）。さらにT．Dしの記述によれば，アブド・アッラーフの孫の一一人，ハン

マード・プン・サフル（Hammad　b．＄akhr　b．‘Abd　Al｝ah　b．　Burayda，没年不詳。）も参

42）　なおアブド・アッラーフ墓ばかりでなく，父ブライダの墓　　前出のジャッスィーン墓地に

　存在。一一や兄弟スライマーンの墓一ファニーン村に葎在。一も人々の参詣を受けたよう

　である。

　　ブライダの墓に関しては，参詣を受けていたことを示す確たる証拠は史料中には見当たらない。

　しかし墓の場駈についての情報が史料に頻出すること，および彼の墓の隣にあった教友バカム

　（al一耳akam　b．‘Amr　al－Ghifarl，45～51／665～672年ごろ没。）の墓が参詣されていたこと

　£Ansab　4：305〕などを考慮すれば，参詣行為が存在したとみて間違いない。

　　一方，スライマーンの墓に関しては，Ansabに以下の記述がある［Ansab　4：404］。

　　　　それ（Fanln）はメルヴ村落申の一村で，〔都市｝メルヴから3ファルサフ（約王8　km）の

　　　位置にある。そこにはスライマーン・プン・ブライダの墓がある。～中略～　彼の墓はよく

　　　知られており，参詣される。

43）　「アッバース朝革命」研究の概要に関してはRumphreys　l991〔104－27］，　Daniei　1996［150－

　58］を参照。

　　ホラーサーンにおける革命運動の指導者は当初スライマーン・プン。カスイール・アルフザー

　イー・アルアスラミーであった［AD‘A：216］。革命運動組織には，このスライマーンを筆頭にフ

　ザーア族出身者が多かった〔余部1983：72；Daniel　l979：35］。この点を考慮すれば，アスラム

　系ブライダ家の革命運動参加は自然な流れであったといえる。

44）Qandには王42／759－60三下とあるものの［Qand：613］，検討の余地がある。なお岡史料は，

　アムルをサマルカンドの人置とみなす。

45）　AD‘A［216］はイーサーをブライダのマウラーと記し，　Ansab［4：4G4］はアムルをブライダ

　のマウラーと記す。マウラーという語に関しては嶋田嚢平の一連の研究を参照のこと。

　　なおAnsab同箇所によれば，イーサーおよびアムルは両者ともファニーン村の出身であった。

　すでに述べたように（上記註36，註42），この村はスライマーン・プン・ブライダの墓の所在地

　であり，ブライダ家の屠控地であった。また，後にアブー。ムスリムがこの村に滞在し，革命運

　動の指揮権をめぐってスライマーン・プン・カスイールと交渉したことでも知られている
　［Sharon　l990：7G　一　72］。ブライダ家と革命運動の密接な関係を傍証している点で，この村の存

　在は重要である。
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系畷注

※名前の前に数字が付されていない人物は，後世代の人物のナサブからのみ存在が確認される者であ

　る。

※系図の根拠について。

　　③1．ブライダ，3．スライマーン，4．アブド・アッラーフの系譜に関しては，Nasab［2；

　　　144－1453を主要根拠とする。3人の没黛はMashahlr［101，　2G2］の記述に基づく。

　　②①以外の人物に関しては，以下のとおりである。

　　　2．アブド・アッラーフ：T．Ni．［69］

　　　5．カイス：T．1）i．〔27：131］

　　　6．ハムザ：T．Di．［27：131］

　　　7．サフル：Jamhara［240］，jarb［2：305コ，T．　Di．［27：130－131］，T．玉s．［h．玉91－20G：113，

　　　　　h．　201－210：70］，　Tawctib　［1　：476，　2：371］

　　　8．アウス：Jamhara〔240］，Jarb£2：3G5］，T。　Di．［27；130一131］，T．王s．£b．191一　200：i13，

　　　　　皐．201－210：70］，T．　Ka．［2：173，Tawdihこ1：476，2：370－371］，Thiqat［8：正35］

　　　9。サフル：Ansab〔3：525］，Jamhara〔240］，Jarh［4：426］，Lubab［2：235］，Mashahlr

　　　　　［312］，　T．　Di．　［27：　131］，　T．　Ka．　［4：3121，　Tah．　K．　B3：　122－123］，　Tah．　T．　［4：412］，

　　　　　Thiqat　［6　：473］

　　　10．　ジャミール：T。Di．〔27：131］

　　　ll．フサイブ：T．　Di．［27：131］

　　　i2．バーーティム：T．　Di．£27：131］

　　　王3．ナドル：T．DL［27：131］

　　　14．ハンマード：Ansab£3：468］，T．　Di．［27：131〕

　　　i5．ビシュル：T．　Di．〔27：131」

　　　16．アフマドニJarb£2：58］，T。　ls．［b．　231－240：48］

　　　17．ムハンマド：T．Di．［27：稔1］，τawφ舞［1；476，2：371］

　　　18．スハイル＝T．Di．£27：131］

　　　19．ムハンマド＝T．Di．［27：131］

　　　20．ムハンマド：Ansab［2：229］，Ikmal［3；159］，Mu’talif［2：916］，Taw¢海［3：431］

　　　21．ブライダ：王kmal［3：i59］，Taw弓恥［3：431〕

　　　22．ブライダ：Ansab［3：361，525］，Lubab［2：167］，T．　ls．〔垣．491－500：145］

※史料には，系図上の人物以外にも，ブライダ家の一一員と考えられる人物を見出すことができる。例

　えばAnsab［1：334］，Ikmal［1：548］には，　AbG　Tahir　al－Buraydiという人物が挙げられてい

　る。史料記述によれば，彼はブライダの子孫である。しかしナサブが不明なため，彼を系図上に位

　置づけることは不可能である。

加していたという　［T．Di．27；131］。このハンマードがいっ，いかなる形でこの運動に加

わったのかは定かではない46）。

　革命運動の指導者アブー・ムスリム　（AbU　Muslim，137／755奪没。）　が蜂起した頃

（ayyam　khuraj－hi），アブド・アッラーフの子孫らにとってある重大な事件が発生した。

46）革命史の基本史料であるAD‘Aには，ハンマードの名を見出すことはできない。ただし岡史料

　中のダーイー・リスト［AD‘A：221］には，　Burayda　b．　K：hu§aybという名前が挙げられている。

　この名前は，フサイブの綴りの違い（ha’とkha’）こそあれ，明らかに教友ブライダを意識した

　名前であり，ブライダ家の革命運動参加を示す一根拠とみなしうる。
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革命運動のナキープ（「幹部」。）であり，スライマーン・プン・カスイール（Sulayman　b．

Kathir，　132／750年没。）の義理の息子であったラーヒズ・プン。クライズ（Lahiz　b．

QurayZ　al－Tamlmi，130／747－8年没。）が，アブド・アッラーフの患子サフル（Sahl　b．

‘Abd　Allah　b，　Burayda，没年不詳。）の殺害をアブー・ムスリムに願い出たのである　［T．

Di．27：130］。理由は不明であり，アブー・ムスリムがこれを許したかどうかについても史

料では触れられていない。しかし詣のサフルは殺害を恐れ，アブー・ムスリムのもとから逃

亡したという。

　その後，勢力を拡大した革命軍はメルヴへの入城を果たす（130／747年）。その過程にお

いて上記ラーヒズは，政府軍の将ナスル。プン・サイヤール（Na§r　b．　Sayyar，131／748年

没。）のメルヴ脱出に手を貸した。後にこのことを知ったアブー・ムスリムはラーヒズの処

刑を決定した［Sharon　1990：157］。その時，処飛実行役を志願したのがアブド・アッラー

フの孫ビシュル・プン・サフル（Bishr　b．＄akhr　b．‘Abd　Allah　b．　Burayda，没年不詳。）

であった［T．Di．27：131］。アブー・ムスリムもこれを許したという。その実行役はあるい

はハンマード（前出。）であったとも書われるが［Ansab　3：468］，いずれにせよアブド・

アッラーフの子孫がその処刑に関与した。逃亡したおじ，サフルの復讐を果たしたのである。

　アッバース朝成立の後は，子孫らの政治への関与は見られない。2／8－9世紀，メルヴ

のウラマーの間にマウラー出身者が目立つようになると47），それと並行するように，彼らは

名声から遠ざかっていった48）。イブン・ハズム　（lbn耳azm，456／1064年没。）の証言によ

れば，メルヴにおいてアブド・アッラーフとスライマーンの子孫の数は多かった〔Jam－

hara：240］。しかし5／11世紀のブライダ・プン・ムハンマド（Burayda　b．　M面ammad，

493／1100年没。）49）を最：後に，彼らの名が再び史料に登場することは無かった。

47）　マウラー出身の代表的アーi，ムはアブド・アッラーフ・プン・アルムバーラク（‘Abd　Allah　b．

　al－Mubarak，181／797年没。）である。彼についてはEF：“IBN　AL－MUBARAK”を参照。

　　この三期のメルヴのウラマーを評した記述として，次のようなものがある［Ansab　3：515］。

　　　　アッバース・プン・ムスァブ（aFAbbas　b．　Mus‘ab）は書つた。「メルヴからは奴隷（pl．

　　　‘abld）の子どもに属する4人が現れた。彼ら4人はまさしく当代のイマームであった。すな

　　　わち　〔その一入は1　アブド・アッラーフ・プン・アルムバーラク　（‘Abd　Allah　b．　aト

　　　Mubarak）であり，ムバーラクは奴隷（‘abd）であった。〔～人は〕イブラーヒーム・プ

　　　ン・マイムーン・アッサーイグ（lbrahim　b．　MaymGn　al一＄aygh）であり，マイムーンは奴

　　　隷であった。また〔一人は〕ハサン・プン・ワーキド（al一耳asan　b．　Waqid）であり，ワー

　　　キドは奴隷であった。そして〔もう一人は｝アブー・ハムザ・ムハンマド・プン・マイムー

　　　ン・アッスッカリー　（AbO耳amza　Mu垣ammad　b．　MaymUn　al－Sukkari）であり，マイ

　　　ムーンは奴隷であった。」

48）Ta．　Ku．［4：242，7：8，365」によれば，3／9世紀以前のある時期に，ブライダ家の一部の者

　はメルヴからバグダードに移り住んだ。

49）彼は晩年失明したが，77歳まで生きた。サムアーニーの叔父アブー・ムハンマドは，彼からハ

　ディースを伝え聞いたという［Ansab　3：361］Q
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お　わ　り　に

　本稿では，ウマイや朝期のメルヴに生きたタービゥ，アブド・アッラーフ・プン・ブライ

ダの人物像を主に人名録史料から再構成し，以下のような事実を明らかにした。

　①バラーズリーの記述からわかるように，彼の父はウマイや朝初期にメルヴへ移佐した

　　アラブの代表的存在であり，彼自身もまたメルヴ・アラブ社会で重要な立場にあった。

　　　a）征服後聞もないホラーサーン地方へ「預書者の雷行」を伝えることにより，彼

　　　　はうーウィーとしての役害珂を果たした。彼からハディースを伝承した人々の中に

　　　　は，「アブド・アッラーフの徒」として知られる者もいる。

　　　b）　メルヴ「初代」カーディーとして，彼は当地におけるイスラームの安定化に寄

　　　　与した。彼のカーディー任期はヒジュラ暦82～109年（西暦702～727－8年）

　　　　中のある晴期と推定される。彼の実際の働きぶりについてはほとんどわからない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　デイ　
　　　　が，彼が伝えたとされる「3種の裁き手」ハディースやハディース伝承の系譜な

　　　　どから考えて，他のメルヴのカーディーらに少なからず影響を与えたと考えられ

　　　　る。

　②アブド・アッラーフの重要性は，彼自身の事跡のみにとどまらず，ブライダ家の発展

　　に寄与したという点にも見出すことができる。

　　　彼は兄弟スライマーンより多い4入の息子をもうけた。彼の死後は，その息子たちや

　　孫たちがメルヴ社会で活躍した。彼らの～部は「アッバース家運動」にも参加し，ナ

　　キープ，ラーヒズの処刑に関わるなど，重要な役割を果たしたことが史料記述から窺え

　　る。

　③なおアブド・アッラーフの死後彼の墓は参詣の対象となった。12世紀には，それ

　　はメルヴ地域の人々による大規模かっ定期的な参詣を受けるに至った。

これらアブド・アッラーフを巡る事象は，単なる一タービゥのライフヒストリー研究という

枠を超え，前近代イスラーム史上の重要な研究トピックー一「大征服期のアラブについて」

「ハディースについて」「ウラマーについて」「カーディーについて」「都市の名家について」

「アッバース朝革命について」「墓参詣について」等一一に結びついていることがわかる。

言い換えれば，イスラーム史上の諸問題が彼および彼の一族の歴吏に集約されているのであ

り，まさに彼を通して，メルヴにおけるそれらの実情を垣間見ることができるのである。そ

の意味において，彼はメルヴ吏を象徴する人物であった。

　なお本稿では，下記のような点が課題として残された。

　○　ウマイや朝期からセルジューク朝期におけるメルヴのウラマー全体を調査し，アーリ

　　ムとしてのアブド・アッラーフの位置づけを相対的に論じること。
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　○　史料中に見うけられる彼に関する記述のうち現時点では解釈困難なもの50）を検討する

　　こと。

　○　「メルヴの人々がなぜ彼の墓を参詣したのか」あるいは「人々が彼の墓への参詣に何

　　を求めたのか」といった鼠講に関する諸問題を解明すること。

今後も，さまざまな史料からできる限り情報を収集することにより，これらの課題に取り組

んでいく予定である。

［追記］本稿は，平成10～12年度の文部省科学研究費補助金（特別研究員奨励費）による

研究成果の一部に，その後新たに得られた研究成果を加えたものである。
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Awsat：　al－Tabarani，．al－Mu‘1’am　al－Awsat．　（ed）　MabmUd　al－Tabhan，　11　vols．，　al－Riyad，　1985－

　　　　95．

Du‘afa’：　al－Daraqutni．　Kitab　at－Pu‘afd’　wa　al－Matrrkin．　（ed）　＄ubhl　a｝一Badri　al－Samarra’1，

　　　　Bayrat，　1986．

FutUh：aトBaladhur三．　F麗顔al－Bulddn．（ed）‘Abd　Allah　Anls　aレTabba‘＆℃mar　Anls　al－

　　　　Tabbal　BayrUt，　i987．

Ikmal：王bn　Mak＃la。α」覗彿観世1～Of‘　al－lrtiNab．（ed）‘Abd　al－Rabman　b．　Ya麺ya　al－Mu‘al王iml

　　　　al－Yamani，　7　vols．，　Bayrat，　1990．

‘llal：　lbn　Hanbai．　Kitab　al一‘llal　wa　Ma‘n’fa　al－Rijdil．　（ed）　Wa＄iy　Allah　‘Abbas，　4　vols．，　Bayrttt

　　　　＆al－Riya（耳，圭988．

1＄aba：Ibn翠alar　a1一‘Asqalani．α♂一下励αfi　Tamyizα♂一＄ahaba．4vo王s．，　np．；Dar　al－Fikr　al一

　　　　‘Arabi，　n．d．

5G）Ansab£4：135］に以下の逸話が残されている。

　　　　彼（ハサン・プン・シャキーク・アルアブディー）は潤った。f私はアブド・アッラーフ・

　　　プン・ブライダが流水の中に小便する（yab創u　fI　al－ma’al－iari）のを見た。」

　この逸話の真意はいったいどこにあるのだろうか。　この逸話を伝えているハサン　（a王一耳asan　b．

　Shaqiq　a1一‘Abdi）はメルヴの人間であり，この逸話を自らの著書に引用したサムアー　：・一自身

　もメルヴ出身者である。メルヴにおいて崇敬の念を集めたアブド・アッラーフに関し，なぜこの

　異色な逸話が残されなければならなかったのか，現時点では不明である。
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lstiy‘ab：　lbn　‘Abd　al－Barr．　al－lstiy‘ab　fi　Ma‘rifa　al－Ashdb．　（ed）　‘Ali　Mubammad　al－Baja－wi，　4

　　　　　　　vols．，　al－Qakira，　n．d．

Jam‘：Ibn　a王一Qaysarani．　al一：ノ内規‘bαynαRijatα！rSα形地αyηBufehdrtωαMuslim．2vo至s，，　Bayrat，

　　　　　　　圭984．

∫amhara；lbR葦az皿．ノ¢mhara　Ansab¢t一‘Arab．　Bayr｛lt，玉983，

∫arh：玉bn　Abi耳atim　aトRazi．　al－larkωαal－Ta　‘dil（includes　Taqdimaα♂一Mα痂αli一〕Kitdibα1－

　　　　　　fdrb　wa　al－Ta‘dil　in　voi．　1）．　（ed）　‘Abd　al－Rahman　b．　Yabya　ai－Mu‘allimi　al－

　　　　　　　Yamani，　9　vols．　Bayrat，　n．d．

Kamil　：　lbn　al－Athln　al－Kdmil　fi　al－Ta’rz－hh．　（ed）　C．　」．　Tornberg，　13　vols．，　BayrGt，　1979－82．

Lubab　：　lbn　al－Athlr．　at－Lubdib　fi　Tahdhib　al－Ansdib．　3　vois．，　BayrGt，　1980．

Ma‘arif：lbn　Qutayba，　al一〕Ma‘々痴Mi§r：Haゾa　al－Mi§riya　aドAmma　li－al－Kitab，1992．

Ma‘rifa　‘g．：　al一￥akim　al－Naysabari，　Kita－b　Ma‘n’fa　‘Ulam　al－Hadith．　（ed）　Mu‘gam　ifusayn，　al－

　　　　　　　Qahira，　n．d．

Mashahlr：　lbn　Hibban　al－Busti．　Mashahir　‘Ulama’　al－Amsar．　（ed）　Marzutq　‘Ali　lbrahim，　al－

　　　　　　　Mansara，　1991．

MB：　Yaqat　al－Raml．　Mu‘1’am　al－Buldan．　（ed）　Farid　‘Abd　al一‘Azlz　al－Jundl，　7　vols．，　BayrGt，

　　　　　　　1990．

Mml　：　al－Bakri．　Mu‘1’am　ma　lsta）’am．　（ed）　Mustafa　al－Saqqa，　4　vols．　in　2，　Bayrat，　1983．

Mukhta§ar：Ibn　a1－Faqlh．　MukhtaSar　Ki励al－Buld6n。（ed）M．　J．　be　Goele，　Bibliotheca　Geogr－

　　　　　　　aphorum　Arabicerum　V，　LeideR，　1967．

Musnad　：　lbn　Hanbal．　al－Musnad．　9　vols．，　Bayrat，　1993．

Mu’talif　：　al－Daraqutni．　al－Mu　’talif　wa　al－Mukhtalif．　（ed）　Muwaffaq　b．　‘Abd　Allah　b．　’Abd　al－

　　　　　　　Qadir，　5　vols．，　Bayrgt，　1986．

Nasab　：　lbR　al－Kalbi．　Nasab　Ma‘add　wa　al－Yaman　al－Kabtr．　（ed）　MahmGd　Firdas　al’Azm，　3

　　　　　　　vols．，　Dirriashq，　1988．

Qand　：　al－Nasafi．　al－Qand　fi　Dhikr　‘Ulama’　Samarqand．　（ed）　Yasuf　al－HadT，　Tehran，　1999．

Siyar：　al－Dhahabi．　Siyar　A　‘ldm　al－Alubala　1　25　vols．，　Bayrat，　1994．

SuRan　A．　：　Aba　Da’ad．　Sunan　Abi　Da　’an．　4　vols．，　Bayrgt，　1994．

Sunan　M．：　lbn　Maja．　Sunan　lbn　Mdy’a．　（ed）　Mubamrnad　Fu’ad　‘Abd　al－Baqi，　2　vols．，　al－

　　　　　　　Qahira，　n．　d．

Sunan　T．　：　al－Tirrnidhi．　＄apth．　Sunan　al－Tirmidhi．　4　vols．　al－Riyad，　20eO．

T．　Di．　：　lbn　‘Asakir．　Ta　’n－kh　Madina　Dimashg．　（ed）　‘Umar　b．　Ghararna　al一‘Amrawi，　70　vols．　to

　　　　　　　date，　Bayrat，　1995　一．

T．　ls．：　al－Dhahabi．　Ta’n－leh　al－Jsldim　wa　Wafaydit　al－Masha－hir　wa　al－A　Vdm．　（ed）　‘Umar　‘Abd

　　　　　　　al－Salam　Tadmuri，　49　vols．　to　date，　Bayrttt，　1987　＝

T．　Ka．　：　al－Bukhari．　al－Ta　’rz－kh　al－1〈abir．　9　vels．　Haydarabad，　1958　一　64

T．　Kha．：　Khalifa　b．　KhayyaY　Ta’n－kh．　（ed）　Mu6tafa　Najlb　Fawwaz　＆　｝i［ukmat　Kashll
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　　　　　　Fawwaz，　Bayrat，　1995．

T．Ni．：耳akim　Nlshabarl．　Ta’〆漉ん一z’八「ishdbdir，（ed）M，R．　Shaf1‘i　Kadkani，　Tehran，1996．

T．　Ya．：　Yahya　b．　Ma‘in．　Ta’rikh　Yahya　b．　Ma‘in．　（ed）　‘Abd　Allah　Ahmad　Hasan，　2　vols．

　　　　　　Bayrat，　n．　d．

Ta．　Kha．　：　Khalifa　b．　Khayyat．　al－Tabaqdit．　（ed）　Suhayl　Zakkar，　2　vols．，　Dimashq，　1966．

Ta．　Ku．　：　lbn　Sa‘d．　al－Tabaqat　al－Kubrdi．　（ed）　lbsan　‘Abbas，　9　vols．，　BayrUt，　1985．

Tah．　K．：a1－Mizzi．　Tahdhib　al－1（amat　fi〆Asmδ　’　al－Rijal．（ed）BashaガAwwadh　Ma‘raf，35　vols．，

　　　　　　Bayrat，　1992　一　94．

Tah．　T．：Ibn耳ajar　a1一‘Asqalani．　Tahd1励al－Tahdhib．12　vols．　in　6，　a豆一Qahira，1993．

Tawdib：　lbn　Nasir　al－Din　al－Dimashqi．　Tawdih．　al－Mushtabih．　（ed）　Muharnmad　Na‘im　al“lrq－

　　　　　　sGsi，　le　vols．，　Bayrat，　1993．

Thiqat：Ibn　gibban　al－Bustl．　al－Thiqat，（ed）Muhammad‘Abd　a1－Mu‘1d　Khan，9vols．，耳aydar－

　　　　　　abad，　1973　一　83．

Tr．　Wa．：　lbn　Khallikan　（tr．　by　M．　G．　De　Slane）．　／bn　Khallikan’s　Biographical　Dictionary．　4

　　　　　　vols．　Paris　＆　London，　1843　一　71．

TRM：al一Tabari。7物’勲んα1－Ruseclωαal－Mulak．（ed）M晦am職ad　Ab丘al－Fa引Ibrah顛，王1

　　　　　　veis．，　alQahira，　1979　一　93．

Usd：Ibn　al－Athir．　Usdα♂一翫のαfi」ifa　‘πifa　al一＄ah励α．（ed）Khal茎l　Ma’mUn　Sh恥a，5vols．，

　　　　　　Bayrat，　1997．

‘Uyun：Ibn　Qutayba．‘Uyan　al一一Akhbar．4vols．　in　2，　Bayr砒，　n．　d．

余部福三（1983）アッバース朝革命とホラーサーン『オi，エント』26（1），69－84．

Coulson，　N．　J．　（1956）　Doctrine　and　Practice　in　lslamic　Law：　One　Aspect　of　the　Problem．

　　　　　　BSOAS　18，　211－226．

Daniel，　E．　L．　（1979）　The　Political　and　Social　ffistory　of　Khurasan　under　A　bbasid　1？ule　747－820．

　　　　　　Minneapolis　＆　Chicago．

Daniel，　E．　L．　（1996）　The　‘Ahl　al－Taqadum’　and　the　Problem　of　the　CoRstituency　of　the　Abb－

　　　　　　asid　Reveiution　in　the　Merv　Oasis．　Journal　of／slamic　Studies　7　（2），　i50－179．

）ICyKoBci｛Mva，　B．　A．　（1894）　Pa3BanzaNbt　Ctnapoeo　MepBa．　CII6．

花田宇旧訳（1998）バラーズリー著　諸国征服史20『明治学院論叢総合科学研究』58，31－110．

Herrrnann，　G．　（1999）　Monuments　of　Merv　；　Traditional　Buitdings　of　the　Karakum．　LondoR．

Humphreys，　R．　S．　（1991）　／slamic　Histoi　y：　A　Framework　for　lnquiry　（rev．　ed）．　Princeton．

Juynboll，　G．　H．　A．　（1983）　Muslim　tradition．　Cambridge．

Juynboll，　G．　H．　A．　（1986）　Dyeing　the　hair　and　beard　in　early　lslam　A　badith－analytical　study．

　　　　　　Arabica　33，　49－75．　（being　inc｝uded　in　Studies　on　the　Origins　and　Uses　of　lslamic

　　　　　　Eladith．　Aldershot　（VARIORUM），　1996．）
　　　　　　’
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